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Photo-1: Application of sustainable building system 
*京都大学大学院地球環境学堂


































様々なビルデイングタイプに適用させる(図 3) . 
FOR. RES.. KYOTO 77 2008 
関-2・建方時の各部材構成
Fig.-2: Detail of unit's assembly 
図-3:ユニットと接続空間の構成例(戸建て住宅)






有面積を 10ぱ(6畳間，W3.64 x D2.73m)に設定する.
②施工性1:構造用合板の規格寸法 (0.91x 1.82m) を
効率的に使用できるよう，内法有効関口 3.64m(= 






































Fig.-5: Joint system of conventional wooden framework 
図-6:リブフレームの仕口部












Photo-3: Nailing work for rib-frame manufacture 
132 
写真-4:ユニット建方ボルト締め作業























FOR. RES.. KYOTO 77 2008 
図 7:リプフレーム製材の木取り
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図-8: I車産木材の主な流通経路













































Photo-6: Exterior and interior of trial architectur巴NO.3
表-1 :試行建築3建築概要




建築面穣 104.02 m' 
延床百草干露 91.02ぱ(ヰユニット・ブレ…ス設霞)
建物規模 木造 1階建
建設期間 平成 18 年 2 月 23~5 月 31 日
eス胸弘
図-9:試行建築3平面図・断面図










Table-2: Construction process (1ρcation and period) 
工程 実施場所 異耳 間


















6)現議施工 本学構内 2006年 2-5FI 









ることとなった.10 月 28 日 ~ll 月 9 日の間伐施業では，
具体化された計画案に基づき玉切り材長を決定，地元素





















2 月 8 日~ 13日(実働延べ24時間)である.製材寸法は，
乾燥収縮とプレーナ仕上げによるとり代を考慮して48




























































Table-3: Record of primary lumber sawing 
末口径(cm) 22 cm 24cm 26 cm 28 cm (30 cm) (32 cm) 34 cm 
3枚 3，4枚 4枚 4，5枚 6枚 7枚 8枚
己 自 自 白 日巴リブフレー ム材(48x220開冊)


































会学術講演梗概集 Vo1.2006. 145-146 
7)林野庁(綴) (2005年)平成 16年度森林・林業白書.
222pp. (社)日本林業協会.東京












※イギリスにおける j.Podシステムの開発:John C.A. 
Barr (J ohn Barr Architect) 
注2)・試行建築1.2: 2004年度京都大学総長裁量経費「京都
大学が保有する森林資源の計蘭的管理と循環型木造ビル
ディングシステムの隠発に関するプロジェクト」
・試行建築3:2005年度京都大学総長裁最経費「京都大制中
央)国際交流センターセミナーハウス新営その他工事」
地域でのモデルブロジ、ェクトとして，
-兵庫県・住宅新権法採用モデル事業・県営住宅建設 (2005
年8月一 2007年3月)(技術移転先:(協)しそうの森の木)
・滋賀県:森の資源研究隠発事業・モデFル建築建設 (2006
年8月一 2007年2月)(技術移転先.甲賀市信楽森林組合)
・愛媛県西条市:西条市池域防災計画・モデル建築建設
(2007年4月一 2008年3月) (技術移転先:西条市建設
業総合)
-和歌山県田辺市:悶辺市間伐材利用促進モデル施設建設
(2007年7月一 2008年3月) (技術移転先:龍神村森林
組合)
-京都府北桑回高校(森林リサーチ科):高大連携実習授業・
モデル建築建設 (2007年4月 2008年3月)
注3)引用文献1)， 6)による樫原・桝聞がおこなったスギ材
の実大リブフレームの水王子載荷実験では， 1/15radまで耐
力の低下がほとんどなく，紬力を保持しながら最大
1/8radまで変形する結果を得ている 板状製材と務板鏑
板を多数の釘打ちで接合することにより，変形初期にお
ける内側のL型プレートと釘の緊結による耐力保持と，
変形後の釘と木材とのすべり摩擦による応力吸収能力の
高いことが報告されている.試行建築3は，この試験結
果で得られた復元カ特性を適用して建築確認申請をおこ
ない許認可を得た.
(2008年3月31日受理)
